
平成28年度水銀添加廃製品回収促進業務（環境省モデル事業）の実施について 
１．目的 本市では、家庭から廃棄される水銀体温計等は、平成19年4月から4週間に1回の収集頻度でステーション収集を行っており、また、併せてリサイクルプラザへの直接搬入も可能であることとし、適正処理に努めています。 今回、平成26年度から実施しております環境省のモデル事業として、家庭内に退蔵されている 水銀体温計、水銀温度計及び水銀血圧計を水銀添加廃棄物の適正な分別・回収業務の全国展開を促進することを目的に、効果的な回収方策を検討するための検証を行う事業に、今年度、本市が 参加、協力し実施することといたしました。  （平成26年度1市・1事務組合、平成27年度15市、平成28年度60市・1町が参加） 
２．実施主体 環境省から委託された公益社団法人全国都市清掃会議 
３．回収対象品目 家庭内に退蔵されている不要となった水銀体温計、水銀温度計及び水銀血圧計 
４．回収拠点 日本薬剤師会会員である大分市薬剤師会の会員薬局197店舗、及び坂ノ市薬剤師会の会員薬局17店舗の計214店舗 
５．回収期間 平成２８年１２月１日（木） から同月２８日（水） までの１ か月間 
６．回収方法 市内の会員薬局214店舗において、市民が来店し持ち込む、水銀体温計、水銀温度計及び 水銀血圧計を回収ボックスにより、または、回収ボックスに入らない水銀血圧計等は手渡しにより受け取り回収を行い、回収期間終了後、各薬局からの実績報告により市の職員が直接回収 
７．経費負担 (1)モデル事業の実施に必要な回収ボックス等の資器材や広報用ポスター、ＰＲ用チラシ等の製作を、公益社団法人全国都市清掃会議が負担 (2)会員薬局214店舗からの回収し、水銀の適正処理のための収集、運搬及び処分費用を市が負担 
８．周知・啓発等について (1)市報おおいた12月1日号で全戸配布するとともに、市のホームページにおいて取扱い薬局の一覧表を掲示 （2）市役所庁舎（支所・出張所等）、地区公民館などの公共施設や回収拠点である薬局に掲示用ポスター（Ａ２）及びチラシ（Ａ４）を配布 
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